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『
地
球
一
周

平
和
の
船
旅
』

大
阪
A
A
」
A
会
貴

誌
田

知
子

4
月
1
4
日
神
戸
を
出
港
し
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
̃
南
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ー

プ
タ
ウ
ン
̃
ス
ペ
イ
ン
̃
フ
ラ
ン
ス

̃
イ
ギ
リ
ス
̃
ノ
ル
ウ
ェ
イ
̃
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
̃
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
̃
パ
ナ

マ
運
河
̃
コ
ス
タ
リ
カ
̃
カ
ナ
ダ
̃

ア
ラ
ス
カ
̃
横
浜
̃
神
戸
に
7
月
2

7
日
帰
港
す
る
平
和
の
船
旅
に
参
加

し
ま
し
た
。

幸
福
度
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
高

い
国
の
様
子
を
知
り
た
い
と
思
い
、

北
欧
4
ヶ
国
と
軍
隊
の
な
い
国
コ
ス

タ
リ
カ
が
入
っ
て
い
る
船
旅
に
参
加

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
と
ウ

ク
ラ
イ
ナ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ガ
ザ
の

戦
闘
で
ス
エ
ズ
運
河
が
危
険
と
い
う

事
で
コ
ー
ス
変
更
と
な
り
、
地
中
海

は
通
れ
ず
、
南
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ー
プ

タ
ン
ま
わ
り
で
北
欧
に
向
か
い
ま
し

た
。船

内
で
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
の
講
演

会
と
停
戦
を
求
め
る
洋
上
ア
ク
シ
ョ

ン
が
あ
り
、
「
ガ
ザ
の
虐
殺
は
今
す

ぐ
止
め
て
!
」
と
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に

集
ま
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
ポ
テ
ツ
カ
ー

を
持
ち
集
合
写
真
を
と
り
ま
し
た

(
写
真
上
)
。

次
の
寄
港
地
は
南
ア
フ
リ
カ
の
ケ

ー
プ
タ
ウ
ン
で
し
た
。
南
ア
フ
リ
カ

は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
上
の
義
務

に
反
す
る
と
国
際
司
法
裁
判
所
に
イ

ス
ラ
エ
ル
を
訴
え
る
な
ど
、
国
際
法

と
人
道
主
義
を
軸
に
粘
り
強
い
働
き

か
け
を
続
け
て
い
ま
す
。
南
ア
フ
リ

カ
へ
の
連
帯
を
示
し
、
大
き
な
横
断

幕
を
船
体
の
横
に
掲
げ
て
入
港
。
港

の
人
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

(
「
平
和
の
船
旅
」
の
詳
細
記
事
は

4
・
5
ペ
ー
ジ
に
掲
載
)

甲板でポテツカーを持つ藤田さん
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7
月
2
0
日
開
催
「
A
A
」
A
カ
フ
ェ
」

で

の

安
保
破
棄
諸
要
求

徹
大
阪
実
行
委
員
会
"
事
務
局
長
守
山
禎
三
さ
ん
の
お
話
の
要
約
、

編
で
す
。

」_…望_墓__

前
9
月
号
で
述
べ
た
1
9
9

1
年
か
ら
の
イ
ラ
ク
へ
の
「
湾

岸
戦
争
」
停
戦
後
の
、
ペ
ル
シ

ャ
湾
に
お
け
る
機
雷
除
去
を
目

的
と
す
る
は
じ
め
て
の
「
自
衛

隊
に
よ
る
海
外
派
兵
」

を
経

て
、
2
○
○
1
年
「
9
・
「
「

米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
」
を

挟
み
、
憲
法
を
亡
き
も
の
と
す

る
法
案
を
次
々
と
成
立
さ
せ
な

が
ら
今
日
の
「
戦
争
す
る
国
」

へ
と
突
き
進
む
た
め
の
地
慣
ら

し
が
始
ま
っ
て
い
く
の
で
す
。

以
下
の
講
演
内
容
は
主
に
時
系

列
の
歴
史
的
経
過
を
中
心
に
紹

介
し
ま
す
。

▼
1
9
9
4
年
…
第
「
次
北
朝

鮮
核
危
機

▼
1
9
9
6
年
…
日
米
同
盟
の

再
定
義
。
1
9
9
5
年
、
米
国

防
総
省
の
「
東
ア
ジ
ア
戦
略
報

告
」
に
よ
り
、
「
日
米
同
盟
は

日
米
両
国
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
の
平
和
と
安
定

を
維
持
す
る
上
で
主
要
な
要

素
」
と
再
定
義
さ
れ
た
。

▼
1
9
9
7
年
…
日
米
防
衛
協

力
の
指
針
(
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
)

改
定
。
「
日
本
周
辺
地
域
に
お

け
る
事
態
で
、
日
本
の
平
和
と

安
全
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る

場
合
の
協
力
」
で
あ
り
、
政
府

は
「
周
辺
地
域
と
は
、
地
球
の

反
対
側
に
ま
で
及
ぶ
」
と
見
解

を
示
し
た
。

▼
1
9
9
8
年
…
北
朝
鮮
が

日
本
列
島
を
飛
び
越
え
る
弾

道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射

▼
1
9
9
9
年
…
3
月
に
北

朝
鮮
の
工
作
船
と
見
ら
れ
る

不
審
船
が
能
登
半
島
沖
で
領

海
侵
犯
。
5
月
に
「
周
辺
事

態
法
」
成
立
し
現
在
は
「
重

要
影
響
事
態
法
」

▼
2
〇
〇
〇
年
…
第
十
次

「
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
・
レ
ポ
ー

ト
」
は
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改

定
は
、
同
盟
に
お
け
る
日
本

の
役
割
拡
大
に
向
け
、
ゴ
ー

ル
で
は
な
く
、
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
と
見
な
す
べ
き
」
と
表

明
。

▼
2
○
○
1
年
…
9
月
「
「

日

米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事

件
が
発
生
。
「
テ
ロ
と
の
戦

い
」
と
し
て
米
国
は
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
を
攻
撃
。
こ
の
時

米
国
は
「
シ
ョ
ー
・
ザ
・
フ

ラ
ッ
グ
」
と
日
本
に
も
参
戦

を
呼
び
か
け
た
。
1
〇
月

「
テ
ロ
特
措
法
」
成
立
。
米

空
母
や
ミ
サ
イ
ル
駆
逐
艦
な

ど
へ
の

「
給
油
支
援
」

の
た

め
に
自
衛
艦
を
派
遣
。

▼
2
○
○
2
年
…
ジ
ョ
ー
ジ
・

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
北
朝
鮮
、

イ
ラ
ク
、
イ
ラ
ン
の
3
国
を

「
悪
の
枢
軸
」
と
名
指
し
す
る

▼
2
○
○
3
年
…
3
月
に
米
国

な
ど
が
大
量
破
壊
兵
器
の
存
在

を
理
由
に
イ
ラ
ク
を
攻
撃
。
4

月
に
は
「
武
力
攻
撃
事
態
対
処

法
」
・
「
イ
ラ
ク
人
道
復
興
支

援
特
措
法
」
が
成
立
し
、
は
じ

め
て
他
国
の
領
土
イ
ラ
ク
に
自

衛
隊
を
派
遣
し
「
輸
送
支
援
」

を
行
う
。

▼
2
○
○
4
年
…
「
国
民
保
護

法
」
な
ど
有
事
関
連
7
法
が
成

立▼
2
○
○
6
年
…
北
朝
鮮
が
立

て
続
け
に
日
本
海
に
向
け
7
発

の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
。
9

月
2
6
日
「
戦
後
レ
ジ
ュ
ー
ム

か
ら
の
脱
却
」
を
掲
げ
、
第
十

次
安
倍
内
閣
発
足
。
1
2
月

教
育
基
本
法
「
改
正
」

▼
2
○
○
7
年
…
十
月

防
衛

庁
を
「
防
衛
省
」
に
昇
格
。
5

月
1
4
自

国
民
投
票
法
が
成

立
し
、
2
0
1
〇
年
5
月
に
施

行
。

2
○
○
9
年
8
月
̃
2
0
1

2
年
1
2
月
の
3
年
3
カ
月
、

「
民
主
党
政
権
」
と
な
り
ま
し

た
が
、
鳩
山
由
紀
夫
、
菅
直

人
、
そ
し
て
野
田
佳
彦
首
相
と

変
遷
し
な
が
ら
、
普
天
間
基
地

移
設
問
題
や
辺
野
古
新
基
地
問

題
、
さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
で

の
対
応
等
の
混
迷
に
よ
り
、
2

0
1
2
年
1
2
月
の
総
選
挙
で

大
敗
し
、
第
2
次
安
倍
政
権
誕

生
を
招
き
ま
し
た
。

2
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3
.
安
全
保
障
関
連
法
=
「
戦

争
法
」
の
も
と
、
露
骨
に
憲

法
が
踏
み
に
じ
ら
れ
て
い

く
ー
・

(
「
)

「
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
」
を
容
認

2
0
1
4
年
…
7
月
「
日
、

安
倍
政
権
は
ま
さ
に
ク
ー
デ
タ

ー
と
も
い
え
る
閣
議
決
定
を
行

い
、
従
来
の
憲
法
解
釈
を
1
8

〇
度
変
更
し
、
「
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
」
を
容
認
し
、
自
衛

隊
の
在
り
方
、
活
動
の
範
囲
を

大
幅
に
変
え
、
同
時
に
辺
野
古

へ
の
新
基
地
建
設
も
決
め
る
。

閣
議
決
定
の
内
容
の
主
要
点
を

あ
げ
れ
ば

・
I
.
憲
法
9
条
の
下
で
許
容

さ
れ
る
自
衛
の
措
置
と
し
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
我
が
国
と
密
接
な
関
係
に

あ
る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃

が
発
生
し
、
こ
れ
に
よ
り
我
が

国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民

の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求

の
権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る

明
白
な
危
険
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
こ
れ
を
排
除
し
、
我
が

国
の
存
立
を
全
う
し
、
国
民
を

守
る
た
め
に
他
に
適
当
な
手
段

が
な
い
と
き
に
、
必
要
最
小
限

の
実
力
を
行
使
す
る
こ
と
は
、

従
来
の
政
府
見
解
の
基
本
的
な

論
理
に
基
づ
く
自
衛
の
た
め
の

措
置
と
し
て
、
憲
法
上
許
容
さ

れ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と

判
断
す
る
に
至
っ
た
」

‥
=
.
武
力
行
使
の
3
要
件

①
我
が
国
に
対
す
る
武
力

攻
撃
が
発
生
し
た
こ
と
、
ま
た

は
我
が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ

る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が

発
生
し
、
こ
れ
に
よ
り
我
が
国

の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民
の

生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の

権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明

白
な
危
険
が
あ
る
こ
と
。

②
こ
れ
を
排
除
し
、
我
が
国

の
存
立
を
全
う
し
、
国
民
を
守

る
た
め
に
他
の
適
当
な
手
段
が

な
い
こ
と
。

③
必
要
最
小
限
の
実
力
を

行
使
す
る
こ
と
。

2
0
1
5
年
4
月
2
8
日
・

日
米
防
衛
協
力
の
指
針
(
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
)
再
改
定
で
は
「
日

本
が
武
力
攻
撃
を
受
け
る
に
至

っ
て
い
な
い
」
時
で
も
、
米
国

や
第
三
国
へ
の
武
力
攻
撃
に
対

し
、
日
本
が
「
反
撃
力
」
を
行

使
す
る
と
明
記
し
て
い
る
。

(
2
)
国
家
安
全
保
障
関
連
法

=
「
戦
争
法
」
成
立

2
0
1
5
年
9
月
1
9
日
、

閣
議
決
定
を
法
的
に
位
置
づ

け
、
4
月
に
再
改
定
し
た
日
米

防
衛
協
力
の
指
針
(
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
)

の
実
効
性
を
確
保
す
る

た
め
に
安
全
保
障
関
連
法
=

「
戦
争
法
」
を
成
立
さ
せ
た
。

・
」
安
全
保
障
関
連
法
と

は
、
国
際
平
和
支
援
法
・
重
要

影
響
事
態
安
全
確
保
法
・
武
力

攻
撃
事
態
対
処
法
「
改
正
」
・

自
衛
隊
法
「
改
正
」
・
P
K
O

協
力
法
「
改
正
」
・
船
舶
検
査

活
動
法
・
米
軍
等
行
動
関
連
措

置
法
「
改
正
」
・
特
定
公
共
施

設
利
用
法
・
海
上
輸
送
規
正

法
・
捕
虜
取
り
扱
い
法

「
改

正
」
・
国
家
安
全
保
障
会
議
設

置
法
「
改
正
」
の
十
十
本
の
法

律
の
総
称
。

-
-
.
米
国
が
起
こ
し
た
戦
争

を
日
本
に
と
っ
て
の
「
存
立
危

機
事
態
」
と
政
府
が
認
定
す
れ

ば
、
世
界
中
ど
こ
の
「
有
事
」

/

〉
藁
讃
嘗

で
も
、
米
軍
な
ど
へ
の
「
後
方

支
援
」
が
可
能
に
な
る
。

①
「
重
要
影
響
事
態
」
と
内

閣
が
認
定
す
れ
ば
、
「
戦
闘
地

域
」
で
も
米
軍
な
ど
へ
の
「
後

方
支
援
」
が
可
能
と
な
る
。

②
「
存
立
危
機
事
態
」
と
内

閣
が
認
定
す
れ
ば
、
米
軍
防
護

な
ど
「
集
団
的
自
衛
権
」
を
行

使
し
て
、
「
海
外
で
の
武
力
行

使
」
が
可
能
に
な
る
。

③
「
武
力
攻
撃
事
態
」
と
内

閣
が
認
定
す
れ
ば
、
自
衛
隊
に

出
動
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
。

2
0
2
2
年
…
北
朝
鮮
が
立

て
続
け
に
3
7
回
も
の
ミ
サ
イ

ル
を
発
射
。

「
森
友
・
加
計
学
園
」

「
桜

を
見
る
会
」
、
友
達
の
黒
川
検

事
長
の
定
年
延
長
等
々
、
政
治

の
私
物
化
疑
惑
の
深
ま
り
の

中
、
2
0
2
〇
年
8
月
安
倍
首

相
は
辞
任
表
明
。
「
安
倍
政
治

の
継
承
」
を
掲
げ
た
菅
政
権

(
2
0
2
〇
年
9
月
̃
2
0
2

1
年
1
〇
月
)
は
学
問
の
自
由

へ
の
攻
撃
で
も
あ
る
日
本
学
術

会
議
の
会
員
任
命
拒
否
を
は
じ

め
、
明
ら
か
に
憲
法
9
条
違
反

の
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
保
有

を
閣
議
決
定
(
2
0
2
〇
年
1

2
月
)
し
、
国
民
弾
圧
に
つ
な

が
る
「
土
地
利
用
規
制
法
」

(
2
0
2
2
年
9
月
施
行
)
を

強
行
成
立
さ
せ
た
。

(
6
ペ
ー
ジ
に
続
く
)

3
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(
3
ペ
ー
ジ
か
ら
)

4
.
「
安
保
3
文
書
」
に
よ
り

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
現
実
に
具

体
化
を
め
ざ
す
岸
田
政
権

2
0
2
2
年
1
2
月
1
6
日

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
安
保
3

文
書
」
は
、
「
戦
争
法
」
の
も

と
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
現
実
の

政
治
に
お
い
て
具
体
化
を
図
る

も
の
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
国

家
安
全
保
障
戦
略
」
・
「
国
家

防
衛
戦
略
」
・
「
防
衛
力
整
備

計
画
」
か
ら
な
り
、
「
国
家
安

全
保
障
戦
略
」
は
次
の
よ
う
に

述
べ
、
「
戦
争
し
な
い
国
」
か

ら
「
戦
争
す
る
国
」
へ
の
大
転

換
を
示
唆
し
て
い
る
。

「
我
が
国
は
、
国
際
協
調
を

旨
と
す
る
積
極
的
平
和
主
義
の

下
で
の
平
和
安
全
法
制
の
制
定

等
に
よ
り
、
安
全
保
障
上
の
事

態
に
切
れ
目
な
く
対
応
で
き
る

枠
組
み
を
整
え
た
。
本
戦
略
に

基
づ
く
戦
略
的
な
指
針
と
施
策

は
、
…
我
が
国
の
安
全
保
障
に

関
す
る
基
本
的
な
原
則
を
維
持

し
っ
つ
、
戦
後
の
我
が
国
の
安

全
保
障
政
策
を
実
践
面
か
ら
大

き
く
転
換
す
る
も
の
で
あ
る
」

岸
田
政
権
に
よ
り
「
安
保
3

文
書
」
の
具
体
化
に
向
け
て
成

立
さ
せ
た
数
々
の
法
律

▼
2
0
2
3
年
…
軍
拡
財
源
確

保
法
、
軍
需
産
業
支
援
法
、
改

悪
入
管
法
、
改
定
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
法
、
」
G
B
T
理
解
増
進
法

▼
2
0
2
4
年
…
改
定
地
方
自

治
法
、
食
料
供
給
困
難
事
態
対

策
法
、
経
済
機
密
保
護
法
、
改

定
子
ど
も
、
子
育
て
支
援
法
、

改
定
産
業
競
争
力
強
化
法
、
水

素
等
供
給
利
用
促
進
法
、
二
酸

化
炭
素
貯
留
事
業
法
、
改
定
民

法
、
改
定
入
管
法
、
技
能
実
習

法
改
定
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
、
次
期
戦
闘
機
共
同
開
発

条
例
、
防
衛
省
設
置
法
等
の
改

定
、
改
定
政
治
資
金
規
正
法

5

日
米
首
脳
会
議
は
「
日
米

安
保
」
の
総
仕
上
げ

2
0
2
4
年
4
月
9
日
̃
1

1
日
に
行
わ
れ
た
日
米
首
脳
会

議
は
、
日
米
安
保
条
約
を
当
初

の
目
的
通
り
に
「
総
仕
上
げ
」

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
「
未
来
の
た
め
の
グ
ロ
ー

バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

な
る
表
題
の
共
同
声
明
の
冒
頭

で
「
過
去
3
年
間
を
経
て
、
日

米
同
盟
は
前
例
の
な
い
高
み
に

到
達
し
た
。
我
々
が
こ
の
歴
史

的
な
瞬
間
に
至
っ
た
の
は
、
わ

ず
か
数
年
前
に
は
不
可
能
と
思

わ
れ
た
よ
う
な
方
法
で
、
我
々

の
共
同
で
の
能
力
を
強
化
す
る

た
め
に
勇
気
あ
る
措
置
を
講
じ

た
た
め
で
あ
る
」
と
述
べ
、
日

本
が
次
の
大
転
換
を
果
た
す
こ

と
を
示
唆
し
た
。

◆
日
米
同
盟
の
「
抑
止
力
・
対

を
可
能
に
し
、
平
時
及
び
有
事

に
お
け
る
自
衛
隊
と
米
軍
と
の

間
の
相
互
運
用
性
及
び
計
画
策

定
の
強
化
を
可
能
に
す
る
た

め
、
二
国
間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
矧

揮
・
統
制
の
枠
組
み
を
向
上
さ

せ
る
意
図
を
表
明
す
る
」
と
し

て
、
自
衛
隊
が
米
軍
と
融
合
一

体
化
し
な
が
ら
、
自
衛
隊
が
事

実
上
米
軍
の
指
揮
下
に
置
か

れ
、
米
国
の
戦
争
に
自
動
的
に

組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
が

「
日
米
安
保
」
の
総
仕
上
げ
な

の
だ
。

処
力
」
が
極
め
て
危
険
な
高
み

と
な
っ
た
こ
と

◆
日
本
が
「
戦
争
し
な
い
国
」

か
ら
「
戦
争
す
る
国
」
へ
と
変

貌
し
た
こ
と

さ
ら
に
「
我
々
は
、
作
戦
及

び
能
力
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
統
合

軍
備
強
化
や
軍
事
同
盟

の
拡
大
強
化
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
や
ガ
ザ
の
戦
争
の
現
実

を
見
れ
ば
、
平
和
の
た
め
ど

こ
ろ
か
戦
争
を
誘
発
し
底

の
見
え
な
い
凄
惨
な
泥
沼

を
つ
く
り
出
し
て
い
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
す
。
し
か
し

一
方
、
軍
事
力
や
軍
事
同
盟

に
頼
ら
ず
、
平
和
外
交
を
繰

り
返
し
な
が
ら
こ
の
現
実

世
界
の
中
で
、
平
和
の
枠
組

み
を
構
築
し
、
拡
げ
つ
つ
あ

る
「
A
S
E
A
N
」

の
努
力

を
一
例
と
し
て
、
講
演
の
結

び
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
紙
面
で
は
紹
介
で
き
ま

せ
ん
が
、
国
内
の
メ
デ
ィ
ア

が
沈
黙
す
る
中
で
、
国
の
主

権
を
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ

た
ま
ま
、
平
和
の
構
築
と
は

莫
逆
の
「
戦
争
す
る
国
」

へ

と
変
貌
し
て
き
た
日
本
、
そ

の
我
々
国
民
こ
そ
が
「
A
S

E
A
N
」

の
努
力
を
学
び
行

動
し
な
け
れ
ば
、
今
こ
の
時

が
新
た
な
「
戦
前
」
と
な
っ

て
し
ま
う
の
だ
と
、
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

(
大
阪
A
A
」
A
編
集
部
)
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開 苗

第
4
o
回
A
A
」
A
カ
フ
ェ
(
9
月
2
2
日
詰
)

閏
謡

「
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
を
考
え
る
」

離
師

山
上
俊
夫
さ
ん

(
鷺
教
退
職
教
聾
の
会
謝
金
轟
A
A
霊
董
闇

【山上俊夫さん】

犯
罪
、
国
際
法
違
反
、
安
保
理

決
議
違
反
を
繰
り
返
し
た
が
、

国
際
社
会
は
、
一
度
も
き
ち
ん

と
裁
い
て
こ
な
か
っ
た
。
ダ
ブ

ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
克
服
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
4
0
回
を
迎
え
た

「
A
A

し
A
カ
フ
ェ
」

は
、
府
高
教
退

職
教
職
員
の
会
副
会
長
で
あ

り
、
1
9
7
0
年
代
か
ら
長
年

の
A
A
し
A
会
員
で
も
あ
る
山

上
俊
夫
さ
ん
に

「
パ
レ
ス
チ
ナ

問
題
」

を
テ
ー
マ
に
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
狭

い
A
A
し
A
事
務
所
に
い
っ
ぱ

い
の
1
3
名
が
集
い
、
未
だ
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
の

問
題
へ
の
関
心
の
強
さ
が
伺
え

ま
し
た
。

1
時
間
少
々
と
い
う
短
い
時

間
の
中
で
し
た
が
、
山
上
さ
ん

は
、
複
雑
な
こ
の
テ
ー
マ
を
深

く
丁
寧
に
解
説
下
さ
い
ま
し

た
。
紙
面
で
は
全
て
を
紹
介
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
お

話
の
骨
子
は
以
下
の
通
り
で

す
。

1

ガ
ザ
紛
争
の
現
状

*
2
0
2
3
年
1
0
月
7
日
の

ハ
マ
ス
ら
に
よ
る
奇
襲
攻
撃
と

そ
の
後
の
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
実
態

*
国
連
が
機
能
不
全
に
陥
っ
て

い
る
一
方
、
国
際
司
法
裁
判
所

が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
ヨ
ル
ダ
ン

川
西
岸
、
ガ
ザ
等
に
駐
留
し
て

い
る
こ
と
を
国
際
法
違
反
と
す

る
勧
告
的
意
見
を
出
す
等
、
興

味
深
い
動
き
も
あ
る
。

2

イ
ス
ラ
エ
ル
・
建
国
時
か

ら
の
不
正
義

*
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
支
配
下
で

あ
っ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
が
二
つ
の

世
界
大
戦
を
経
て
、
パ
レ
ス
チ

ナ
分
割
、
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
、

第
一
次
中
東
戦
争
ま
で
の
歴
史

的
経
過
。

*
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
は
、
生
ま

れ
る
前
、
生
ま
れ
時
か
ら
現
代

に
い
た
る
ま
で
、
暴
力
に
よ
っ

て
民
族
浄
化
を
し
植
民
地
主
義

的
侵
略
を
続
け
て
き
た
。

3

入
植
者
植
民
地
国
家
イ
ス

ラ
エ
ル

*
1
9
6
7
年
…
第
3
次
中
東

戦
争
、
1
9
9
3
年
…
オ
ス
ロ

合
意
。
2
0
0
7
年
…
ガ
ザ
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
で
完
全
封

鎖
。
監
獄
型
植
民
地
へ
。

*
経
済
学
者
サ
ラ
・
ロ
イ
に
よ

る
と
、
ガ
ザ
経
済
は
開
発
を
根

本
的
に
阻
害
す
る

「
反
開
発
」

状
態
に
あ
る
。

4

長
年
に
わ
た
る
ダ
ブ
ル
ス

タ
ン
ダ
ー
ド

*
パ
レ
ス
チ
ナ
の
民
族
自
決
の

闘
い
に
不
足
し
て
い
る
の
は
解

放
勢
力
の
統
一
が
出
来
て
い
な

い
こ
と
。

*
1
0
・
7
は
正
し
い
方
法
で

は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
イ

ス
ラ
エ
ル
の
人
道
に
反
す
る
不

法
行
為
に
よ
っ
て
国
際
世
論
は

新
し
い
段
階
に
来
て
い
る
。
テ

ル
ア
ビ
ブ
で
の
5
0
万
人
反
政

府
デ
モ
な
ど
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国

内
に
も
反
戦
世
論
が
生
じ
、
ア

メ
リ
カ
で
も
若
者
を
中
心
に
反

戦
運
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い

る
。

*
イ
ス
ラ
エ
ル
は
多
く
の
戦
争

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

オ
セ
ロ
合
意
に
つ
い
て
の
評
価

は
?
、
ア
メ
リ
カ
は
な
ぜ
イ
ス

ラ
エ
ル
の
支
持
が
や
め
ら
れ
な

い
の
か
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ

ニ
ヤ
フ
は
な
ぜ
人
質
の
解
放
を

す
る
気
が
な
い
の
か
等
、
多
く

の
質
問
が
出
て
、
意
見
交
換
し

ま
し
た
。

連
日
報
道
さ
れ
る
イ
ス
ラ
エ

ル
の
ガ
ザ
へ
の
徹
底
的
な
攻
撃

を
見
て
い
る
と
、
人
を
人
と
も

思
っ
て
い
な
い
、
と
憤
り
を
感

じ
ま
す
。
山
上
さ
ん
の
お
話
を

聞
い
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
の

背
景
が
以
前
よ
り
整
理
し
て
理

解
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

一
日
も
早
い
停
戦
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。
(
尾
川
理
江
)
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日
本
A
A
」
A
全
国
学
習
交
流
集
会

【
日
時
】

1
〇
月
2
7
日

(
日
)

1
3
時
3
〇
分
開
会

2
8
日

(
月
)

1
2
時
〇
〇
分
終
了

【
会
場
】

奈
良
ホ
テ
ル
リ
ガ
ー
レ
春
日
野

J
R
"
近
鉄
奈
良
駅
か
ら
徒
歩
「
5
分

住
所
‥
奈
良
市
法
蓮
町
7
5
7
-
2

電
話
‥
0
7
4
2
・
2
2
-
6
0
2
1

【
日
程
】

「
-
日
日

受
付
‥
1
2
時
3
P
分

開
会
‥
1
3
時
3
〇
分

▼
記
念
講
演

1
3
時
4
5
分
̃

講
師

安
斎
育
郎
さ
ん

(
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
名
誉
館
長
)

▼
一
二
役
会
か
ら
の
報
告

1
5
時
5
5
分
̃

▼
日
本
A
A
」
A
台
湾
ツ
ア
ー
報
告

1
6
時
0
5
分
̃

▼
実
践
報
告

(
各
都
道
府
県
か
ら
)

1
6
時
2
5
分
̃

▼
夕
食
"
懇
親
会

1
8
時
3
〇
分
̃

固
再
開
‥
9
時

▼
日
本
A
A
」
A
 
N
A
M
参
加
報
告

9
時
̃

▼
実
践
報
告

(
各
都
道
府
県
か
ら
)

9
時
2
5
分
̃

【
費
用
】

宿
泊
費

1
7
“
○
○
0
円

(
1
泊
"
夕
"
朝
食
付
)

1
0
月
2
7
日

夕
食
の
み

7
,
0
0
0
円

夕
食
前
に
帰
る

1
“
0
0
0
円

1
0
月
2
8
日
の
み
参
加

1
,
0
0
0
円

*
書
棚
に
つ
い
て
の
聞
合
せ
は
大
阪
A
A
し
A
事
務
所
へ
。

(
不
在
の
晴
は
留
寄
書
に
伝
言
を
入
れ
て
下
さ
い
)

文
化
欄

自
民
党
総
裁
選
が
か
し
ま
し
い

十
号
が
自
転
車
な
み
で
土
砂
崩
れ

生
き
延
び
て
体
内
被
曝
語
り
部
に

大
阪
市
旭
区

近
藤

正

メ
タ
ン
吐
くカ

ジ
ノ
命
も
爆
発
し

人
殺
し
言
わ
れ
続
け
ろ

ネ
タ
ニ
ヤ
フ

ア
メ
リ
カ
は
ガ
ザ
の
惨
禍
で

大
儲
け

大
阪
市
中
央
区

大
杉

晃

会費 月800円(年9,600円) (25才以下は年3,000円) ※入会金 500円

*会費の会計年度は毎年4月から翌年の3月です。半期毎に4,800円ずつご入金をお願いします。

*会費の中には機関紙代も含まれています。月初めに大阪AALAと日本AALAの機関紙を郵送いたします

大阪AA」A

へのお誘い

発 行 

藷孟認諾警護怠r誰と。画紙・宣伝委串 
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